
 

 

 
下総国印旛郡公津村の名主、宗吾郎は領主の圧政に耐えかね、 
二八四か村の総代として将軍への直訴を企てます。 
江戸に潜伏する宗吾郎は国許にいる妻子に一目会いたいと、江戸から 
故郷の村をめざします。しかし手配中の身である宗吾郎には追手が 
迫っているため、合羽と菅笠に身をやつし、印旛沼の辺までたどり着きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで追手の役人に見つかってしまいますが、船頭甚兵衛の義に 
よって役人から逃れ、無事に印旛沼を渡ることに成功します。 
ひたすら我が家を目指し、道を急ぎます。 
さて公津村の家では女房お峰は内職の糸紡ぎに精を出し、三人の 

男の子と宗吾郎の帰りを待っておりました。お峰は宗五郎が帰りを喜び、 
奥の間へ通します。 
寝ている子供の顔を見て安堵する宗五郎ですが、仏壇を拝みながら 
お峰の目を盗み何やらをそっとその中に隠しますが…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
定員35名（事前申し込み要）  

資料代500円  
電話または来店の上  
お申し込みください 

 

 

 

 

 

 

定員35名（事前申し込み要）  

三味線を伴奏に、中世末から伝わる哀切に満ちた物語を語る 

芸能「説経節」 

今年は「佐倉
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説経浄瑠璃師三代家元  若松若太夫が演じます 

 

野老澤町造商店10月企画 説経節 
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10/19(土)14:00～15:30 
会場：野老澤町造商店（まちぞう） 開場13：30 

説経浄瑠璃師 三代家元 若松 若太夫 


